
住
谷
悦
治
著
(
同
喜
登
)
「
日
本
経
済
学

の
源
流
ー
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
の
人
と
思
想
」
三

五
0
円
(
東
京
教
交
館
、
新
書
版
一
五
二
頁
)

一
読
し
て
先
す
想
う
1
著
者
は
良
き
師
を
も

た
れ
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
は
ま
九
良
き
弟
子
を
も

九
れ
た
、
と
。
私
九
ち
が
他
者
に
つ
い
て
語
る
と

こ
ろ
は
、
私
た
ち
み
ず
か
ら
の
人
格
の
反
映
で
あ

り
、
そ
の
不
満
の
償
い
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
客

槻
的
資
料
を
忠
実
に
辿
っ
て
、
明
治
初
年
、
同
志

社
創
立
の
日
に
後
る
る
僅
か
数
日
に
し
て
入
洛

し
、
爾
後
五
十
二
年
の
永
き
に
亘
っ
て
、
同
志
社

に
教
鞭
を
と
ら
れ
た
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
の
人
と
思

想
が
、
克
明
に
語
り
続
け
ら
れ
て
ぃ
る
が
、
そ
こ

に
次
第
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
ラ
ー
ネ
ッ
ド

博
士
の
商
潔
な
人
格
と
そ
の
嵐
は
、
そ
れ
を
評

価
す
急
眼
の
士
の
見
識
を
通
さ
ず
し
て
は
、
そ

の
奥
床
に
到
述
す
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
境
地
を
示
し

て
い
る
。
著
書
は
、
若
き
ロ
マ
ソ
.
ロ
ラ
ン
が
、

レ
オ
ナ
ル
ド
・
、
タ
・
ヴ
ィ
ソ
チ
に
つ
い
て
母
親
に

書
き
送
っ
た
手
紙
の
な
か
の
●
暴
、
「
彼
を
完
全

に
味
う
こ
と
の
た
め
に
は
、
彼
と
同
じ
く
ら
い
偉

大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
く
だ
り
を
引
用

し
て
、
「
冷
汗
三
斗
の
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
ざ
る

を
得
な
い
」
と
述
懐
し
て
は
い
ら
れ
る
が
、
い
ま

の
学
界
で
著
者
の
ご
と
く
に
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
を

語
る
に
適
格
の
人
物
は
、
他
に
類
を
求
め
得
な
い

で
あ
ろ
う
。
た
だ
に
思
想
の
み
で
は
な
く
、
そ
の

人
物
を
語
ろ
う
と
す
る
と
曳
、
打
て
ば
郷
く
協
和

音
を
奏
で
行
る
人
開
的
索
質
禰
え
ら
れ
て
ぃ
な

け
れ
ば
、
そ
の
轟
を
躍
如
と
し
て
眼
前
に
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
書
を
読
み
つ
つ
、
私
は

ラ
ー
ネ
ツ
ド
愽
士
の
現
し
身
の
傍
え
に
立
た
し
め

ら
れ
る
想
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
は
、
宣
教
師
と
し
て
、
同

僚
の
デ
ビ
ス
先
生
と
と
も
に
、
新
島
襄
先
生
の
同

志
社
創
立
期
の
娠
熱
を
と
も
に
さ
れ
九
が
、
そ
の

生
涯
を
貫
く
「
俄
・
冷
静
・
儿
帳
面
の
性
格
」

の
人
と
し
て
、
「
泰
然
と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
山

の
ど
と
く
、
怒
濤
の
闇
に
陰
顕
す
る
巨
巌
の
ご
と

き
」
悠
々
た
る
風
格
を
も
っ
て
、
満
身
是
れ
火
、

是
れ
熱
、
是
れ
情
の
人
デ
ビ
ス
先
生
と
相
い
助
け

て
、
同
士
戴
颪
の
硫
立
に
挺
身
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
は
、
同
志
社
に
お
い
て
、
基

督
教
会
史
、
基
督
教
教
理
史
、
聖
書
神
学
、
新
約

聖
書
、
希
蛾
語
、
羅
甸
語
を
主
と
し
、
他
に
同
志

社
創
業
時
代
に
は
経
済
学
、
政
治
学
、
天
交
学
、

物
理
学
、
高
等
数
学
、
さ
て
は
体
操
ま
で
も
教
授

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
博
識
」

は
九
だ
も
の
で
は
な
い
。
明
治
期
の
交
明
開
化
の

時
梳
に
棹
さ
し
て
、
新
知
識
を
求
め
る
活
力
あ
る

青
年
九
ち
は
、
ピ
ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
本
場
コ
ネ

ツ
チ
カ
ッ
ト
州
生
れ
の
こ
の
宣
教
師
の
キ
リ
ス
ト

教
的
人
格
主
義
と
、
当
代
の
最
新
の
学
問
と
の
統

一
さ
れ
た
重
厚
な
風
貌
か
ら
、
独
特
の
学
風
を
感

じ
取
り
、
革
新
を
迫
ら
れ
九
に
違
い
な
い
。
当
時

の
同
志
社
よ
り
輩
出
し
た
安
部
磯
雄
、
岸
本
能
武

太
、
村
井
知
至
、
浮
田
和
民
、
徳
富
猪
一
郎
、
徳

富
健
炊
郎
の
ご
と
き
社
愈
想
上
の
傑
物
、
ま
た

海
老
名
弾
正
、
小
崎
弘
道
、
宮
川
経
繩
、
綱
島
佳

吉
、
留
岡
幸
助
の
ど
と
き
キ
リ
ス
ト
教
界
の
達
人

九
ち
を
一
貫
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
ま
さ
に
新

島
、
デ
ビ
ス
両
氏
の
希
的
素
質
と
と
も
に
、
こ
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の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
重
厚
な
学
風
を
反
窃
す
る
こ
と

に
ょ
っ
て
、
底
固
め
さ
れ
て
い
た
と
云
う
べ
き
で

あ
ろ
う
0
 
当
代
の
新
興
プ
ル
ジ
,
ア
ジ
ー
勃
興
期

に
あ
っ
て
、
そ
の
創
造
的
気
力
の
担
う
独
特
の
明

る
さ
の
漲
る
時
流
に
伍
し
て
、
し
か
も
同
志
社
の

ゆ
く
途
は
、
す
で
に
そ
の
次
の
時
代
を
指
さ
し
て

い
た
の
は
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。

木
書
は
題
し
て
、
「
日
本
経
済
学
の
源
流
」
と

い
う
。
経
済
学
徒
と
し
て
、
大
正
十
一
年
よ
り
昭

和
三
年
の
帰
米
の
日
ま
で
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
に

師
事
さ
れ
た
著
者
の
視
線
は
、
お
の
ず
か
ら
博
士

の
経
済
学
に
集
中
さ
れ
る
。
博
士
の
業
績
に
関
す

る
交
部
省
へ
の
報
告
書
矣
正
十
一
年
)
は
、
海
老
名

弾
正
総
長
を
通
じ
て
、
奇
し
く
も
著
者
の
執
筆
に

委
ね
ら
れ
た
。
博
士
の
著
書
「
経
済
新
論
」
全
四

巻
爾
治
十
九
年
)
「
経
済
学
之
原
理
」
(
明
治
二
十
四
年
)

へ
の
著
者
の
評
価
が
、
注
目
を
惹
く
。

前
者
に
関
し
て
、
「
内
容
は
現
在
の
経
済
上
の

殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
範
囲
に
亘
り
、
引
例
は
日
本
の

実
際
よ
り
之
を
挙
げ
、
適
切
な
る
解
決
を
指
示

す
。
当
時
、
経
済
学
上
の
独
立
の
著
書
と
し
て

は
、
罰
訳
書
を
除
き
て
は
審
々
九
る
も
の
に
し
て

ロ
ハ
、
田
口
器
の
「
経
済
策
」
、
福
沢
諭
吉
の
『
民

問
経
済
録
』
、
天
野
為
之
の
「
経
済
原
論
」
あ
り

て
、
経
済
学
界
に
そ
の
光
"
を
放
つ
の
み
な
り
し

も
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
の
『
経
済
新
論
」
は
、
右
、

日
本
初
期
の
経
済
学
界
に
お
い
て
、
田
中
、
福
沢

天
野
の
=
学
者
の
書
に
比
岐
し
、
勝
る
と
も
劣
ら

ざ
る
内
奔
を
有
す
。
仍
て
最
近
日
本
経
済
学
史
家

.

.

.

に
ょ
り
、
明
治
に
お
け
る
日
木
経
済
学
の
初
期

.

.

.

.

.

.

.

(
明
治
以
前
は
於
て
は
経
済
思
想
は
存
在
せ
し
も
、
軽
済
絵
亦

在
芋
)
の
頁
献
者
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
つ
ぁ
り
」

と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

後
者
に
関
し
て
は
、
「
科
学
と
し
て
の
経
済
学

に
関
す
る
定
義
乃
至
理
解
の
如
き
、
今
日
に
お
け

る
世
界
の
斯
学
の
最
も
進
歩
せ
る
諸
学
者
と
略
、

同
一
見
地
に
立
つ
、
殊
に
慧
す
べ
き
こ
と
は
木

書
に
お
け
る
博
士
の
社
会
政
策
に
関
す
る
献
一
言
に

し
て
、
明
治
初
甥
に
お
け
る
社
会
救
治
策
の
叉
献

と
し
て
貴
重
な
る
も
の
た
る
を
失
わ
ず
0
 
介
日
之

を
見
る
も
尚
ほ
教
え
ら
る
る
所
、
甚
だ
大
な
り
と

す
。
日
本
経
雫
界
の
豐
を
放
て
る
響
と
し

て
、
学
界
へ
の
貞
献
大
な
る
こ
と
学
史
家
綴
む

る
所
と
な
り
つ
つ
ぁ
り
0
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
っ
て
ラ
ー
ネ
ッ
ド
愽
ヒ
の
学
的
地
位
を
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
0

博
士
が
伺
士
粒
一
じ
経
済
学
倫
義
を
担
当
し
始

め
た
の
は
、
明
治
十
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日

本
に
お
い
て
資
木
卞
義
の
黎
明
朔
を
迎
え
つ
つ
ぁ

る
と
き
、
博
士
は
「
経
済
学
は
富
を
得
る
の
秘
訣

を
教
う
る
に
あ
ら
ず
」
「
重
大
な
る
社
会
問
題
に

関
し
て
勧
告
を
与
う
る
も
の
な
り
」
「
是
れ
全
国

の
福
祉
に
関
係
す
る
問
題
に
し
て
・
・
・
・
:
西
洋
諸
国

に
於
て
論
題
と
な
れ
る
社
会
党
の
運
動
も
少
し
く

経
済
学
を
知
る
者
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
解
す
る
能
わ
ざ

る
所
な
り
」
と
教
え
、
既
に
産
業
社
会
の
自
由
主

義
、
個
人
主
義
の
競
争
と
そ
の
弊
害
を
認
め
、
資

本
主
義
社
会
の
「
貧
困
」
の
問
題
を
採
り
上
げ
、

社
会
的
救
治
策
と
し
て
の
政
府
の
助
力
を
勧
告
す

る
配
慮
を
尓
し
て
い
た
と
い
う
。
わ
が
国
の
社
会

政
策
学
者
が
、
ド
イ
ツ
近
代
の
「
新
歴
史
学
派
」

に
做
っ
て
、
社
会
政
策
の
講
義
を
開
始
し
六
の

は
、
明
治
二
五
年
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ラ

ー
ネ
ッ
ド
博
士
は
そ
れ
に
逹
か
に
先
立
っ
て
、
社

会
問
題
に
対
決
し
て
い
る
の
は
、
驚
異
と
い
う
ほ

か
は
な
い
。

著
者
は
「
人
生
に
お
け
る
博
士
の
倫
理
的
な
立

場
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
経
済
学
と
倫
理
学
の

結
合
は
、
博
士
に
お
い
て
は
経
済
学
と
キ
リ
ス
ト

教
倫
理
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

経
粟
史
上
の
地
位
・
特
質
は
、
命
頁
へ
)
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